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ò

「
d
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項
ま

で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇
八
項

ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一

一
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又

は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ó

「
e
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
七
項
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら

第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
七
項
、

第
五
四
・
〇
八
項
又
は
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の

と
し
、
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項
ま
で

の
各
項
、
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇
八
項
ま

で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一
一

項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は

双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ô

「
Ĉ
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項
ま

で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇
八
項

ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一

一
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又

は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

õ

「
D̂
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
〇
・
〇
七
項
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
八
項
か

ら
第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
、第
五
四
・
〇
七
項
、

第
五
四
・
〇
八
項
又
は
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の

と
し
、
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項
ま
で

の
各
項
、
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇
八
項
ま

で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一
一

項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は

双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ö

「
Ê
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項

ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇

八
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五

五
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ

が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、
浸
染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
六
〇
類
の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
メ
リ
ヤ
ス
編
み
さ

れ
、
又
は
ク
ロ
セ
編
み
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

÷

「
F̂
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
七
項
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら

第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
七
項
、

第
五
四
・
〇
八
項
、
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
六
〇
類
の
非
原
産
材
料
が
使

用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て

完
全
に
メ
リ
ヤ
ス
編
み
さ
れ
、
又
は
ク
ロ
セ
編
み
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ø

「
Ĝ
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
七
項
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら

第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
七
項
、

第
五
四
・
〇
八
項
、
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
六
〇
類
の
非
原
産
材
料
が
使

用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て

完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ù

「
Ĥ
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
第
五
〇
・
〇
七
項
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら

第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
、
第
五
四
・
〇
七
項
、

第
五
四
・
〇
八
項
、
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
又
は
第
六
〇
類
の
非
原
産
材
料
が
使

用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て

完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
又
は
メ
リ
ヤ
ス
編
み
さ
れ
、
若
し
く
は
ク
ロ
セ
編
み
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

ú

「
Î
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｃ
（
産
品
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
裁
断
さ
れ
、
又
は
特
定
の
形
状
に
編
ま
れ
、
か

つ
、
縫
い
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
又
は
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）

６

こ
の
附
属
書
に
定
め
る
品
目
別
規
則
４
欄
の
規
定
の
適
用
上
、

æ

「
Ｃ
Ｒ
」
と
は
、「
化
学
反
応
に
係
る
原
産
地
規
則
」
を
い
う
。

第
二
七
類
か
ら
第
四
〇
類
ま
で
の
規
定
の
適
用
上
、「
化
学
反
応
」
と
は
、
分
子
内
の
結
合
を
切
断
し
、
か
つ
、

新
た
な
分
子
内
の
結
合
を
形
成
す
る
こ
と
又
は
分
子
内
の
原
子
の
空
間
的
配
列
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た

な
構
造
を
有
す
る
分
子
を
生
ず
る
工
程
（
生
化
学
的
な
も
の
を
含
む
。）を
い
う
。

次
の
工
程
は
、
産
品
が
原
産
品
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
化
学
反
応
と
は
み
な
さ
な
い
。

ü

水
そ
の
他
の
溶
媒
へ
の
溶
解

@

溶
媒
（
溶
媒
水
を
含
む
。）の
除
去

A

結
晶
水
の
追
加
又
は
除
去

第
二
七
類
か
ら
第
四
〇
類
ま
で
に
規
定
す
る
産
品
で
あ
っ
て
、
化
学
反
応
が
行
わ
れ
た
も
の
は
、
当
該
化
学
反

応
が
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
原
産
品
と
み
な
す
。

ç

「
Ｄ
」
と
は
、「
蒸
留
に
係
る
規
則
」
を
い
う
。

第
二
七
・
一
〇
項
の
規
定
の
適
用
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
蒸
留
の
工
程
が
行
わ
れ
た
産
品
は
、
当
該
蒸
留
の
工

程
が
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
原
産
品
と
み
な
す
。

ü

「
常
圧
蒸
留
」

蒸
留
塔
に
お
い
て
原
油
を
石
油
留
分
に
分
離
す
る
工
程
で
あ
っ
て
、
沸
点
に
応
じ
て
異
な

る
石
油
留
分
に
分
離
液
化
す
る
も
の
。
例
え
ば
、
液
化
石
油
ガ
ス
、
ナ
フ
サ
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油
又
は
暖
房
油
、
軽
質
の
軽
油
及
び
潤
滑
油
は
、
石
油
の
蒸
留
に
よ
り
生
産
さ
れ
る
。

@

「
減
圧
蒸
留
」

常
圧
よ
り
低
い
気
圧
で
行
わ
れ
る
蒸
留
（
分
子
蒸
留
に
分
類
さ
れ
る
低
圧
で
行
わ
れ
る
も

の
を
除
く
。）。
減
圧
蒸
留
は
、
沸
点
が
高
く
、
熱
に
反
応
し
や
す
い
材
料
（
石
油
に
含
ま
れ
る
重
質
留
分
等
）

か
ら
、
軽
質
の
減
圧
軽
油
か
ら
重
質
の
減
圧
軽
油
ま
で
及
び
残
渣さ

油
を
生
産
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
る
。
軽
油

は
、
精
製
所
に
お
い
て
、
更
に
潤
滑
油
に
加
工
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

è

「
Ｐ
」
と
は
、「
精
製
に
係
る
原
産
地
規
則
」
を
い
う
。

第
二
八
類
か
ら
第
三
五
類
ま
で
の
各
類
、
第
三
八
類
及
び
第
三
九
類
（
第
二
九
〇
五
・
四
三
号
か
ら
第
二
九
〇

五
・
四
五
号
ま
で
の
各
号
、
第
二
九
〇
六
・
一
一
号
、
第
二
九
一
八
・
一
四
号
、
第
二
九
一
八
・
一
五
号
、
第
二

九
二
二
・
四
二
号
、
第
二
九
二
三
・
二
〇
号
、
第
二
九
二
四
・
二
九
号
、第
二
九
三
八
・
九
〇
号
、第
二
九
四
〇
・

〇
〇
号
、
第
三
〇
〇
六
・
九
二
号
、
第
三
二
〇
一
・
九
〇
号
、
第
三
三
・
〇
一
項
、
第
三
五
・
〇
一
項
か
ら
第
三

五
・
〇
五
項
ま
で
の
各
項
、
第
三
八
〇
二
・
一
〇
号
、
第
三
八
〇
五
・
九
〇
号
、
第
三
八
〇
六
・
三
〇
号
、
第
三

八
〇
九
・
一
〇
号
、
第
三
八
・
二
三
項
、
第
三
八
二
四
・
六
〇
号
及
び
第
三
八
・
二
五
項
の
産
品
を
除
く
。）の
規

定
の
適
用
上
、「
精
製
」
と
は
、
不
純
物
の
削
減
又
は
除
去
の
工
程
で
あ
っ
て
、
産
品
中
に
存
在
す
る
不
純
物
の
含

有
量
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
除
去
を
も
た
ら
す
も
の
を
い
う
。

こ
の
è
に
規
定
す
る
類
の
産
品
で
あ
っ
て
、
精
製
が
行
わ
れ
た
も
の
は
、
当
該
精
製
の
工
程
が
締
約
国
の
区
域

内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
原
産
品
と
み
な
す
。

˜— 
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